
 

 

第４５号 

障害福祉サービス事業所 

 桜が丘晴山苑 

令和２年 ４月２４日 

  寒さがも和らぎすっかり春らしい季節となりました。 桜が丘晴山苑は今年も新しいご利用者様をお迎えし桜吹雪の

中、恒例の集合写真の撮影を行い新年度がスタート致しました。ですが今、世界中が新型コロナウイルス感染の拡大に

より大変な事態となっています。毎日暗く不安なニュースばかりの重苦しい雰囲気ですが、日本中に咲いた桜は美しく

眩しいばかりに耀き多くの人々の心にひと時の明るさと安らぎを与えてくれたのではないでしょうか。今もニュースでは感

染について様々な情報が流れ続け不安は益々強くなる状況ではありますが、まずは【今出来る事】【今日するべき事】を

ひとりひとりが考えて行動し、感染に注意し落ち着いて過ごす事が重要と考えます。そして、一日でも早く感染が終息し

穏やかな世界に戻るよう願い2021オリンピック、パラリンピックがウイルスの終息と平和の祭典として華やかに開催される

ことを楽しみに共に頑張りましょう。 

斉藤 晴世
さいとう はるよ

さん 

 みなさん。初めまして。こんにちは。今月の４月２日から通所する

事になった斉藤晴世です。ずっと佐倉市に住んでいたので千葉市

にはまだ慣れていなくてこれから少しずつ外に出て色々と覚えて行

こうと思っています。私は手先を動かして何かしている事が大好きな

ので。作業所に通える事をずっと楽しみにしていました。まだ通い

始めたばかりですけど。とても楽しく作業をさせて頂いています。

みなさんにご迷惑をかけない様に頑張りたいと思います。 
 

桑田 雅史
くわた まさし

さん 

 今年３月に千葉市立養護学校を卒業して桜が丘晴山苑に入

苑しました桑田雅史です。家ではＥテレの「おかあさんといっ

しょ」「スポンジボブ」の番組が好きでよく観ています。自宅は、

小倉台にあり、徒歩で通っています。お母さんといっしょに歩く

と35分で到着できるのですが、一人で歩くとゆっくりになり時間

オーバーになってしまいます。まずは時間を守って当苑できる

事を目標にしています。頑張りますのでよろしくお願いします。 

 

外山
とやま

 喜江
よしえ

 職員 

 縫製の職業指導員として、長きに渡り尽力頂きました外山

職員が、3月を持ちまして退職されました。 

苑の特色ある生産活動としての、縫製品製作を引き継いでま

いります。長い間のご指導、 

ありがとうございました。  
 

並木 暢男
なみき のぶお

 職員 

 3月上旬に桜が丘晴山苑のＳさんから電話を頂き、縁あって当苑で

利用者様の送迎の業務を担当することになりました並木と申します。

勤務して２週間が過ぎ、仕事にも慣れてきましたが、職員の皆さんの

仕事に対する熱意を感じ、私も「安全運転」を第一に業務を遂行して

いこうと考えております。利用者の皆様、又、朝夕お見送り下さるご家

族の皆様どうぞよろしくお願いいたします。 
 

 ４月１日、新入苑歓迎会を行いました。 

雨天の為、食堂内にてお弁当を食べ、別日に外

で写真を撮りました。両日とも楽しい雰囲気の中

で行うことができました。新入苑の皆様に早く慣

れていただき、よりよい苑での生活が送れるよう、

職員一同頑張って行きたいと思います。 

                        吉澤職員 
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今
年
は
、
東
京
五
輪
ウ
ィ
ー
ク
と
い
う
事
を
期

待
し
な
が
ら
年
越
し
を
迎
え
、
一
生
に
一
度
と
考

え
て
録
画
機
の
購
入
や
色
々
な
事
を
し
て
年
越
し

を
迎
え
ま
し
た
。 

し
か
し
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
増
加
の
為

東
京
五
輪
が
延
期
に
・
・
・
。 

残
念
で
は
、
あ
り
ま
す
が
、
来
年
に
期
待
し
て

今
年
は
、
健
康
に
注
意
し
て
過
ご
そ
う
と
考
え
る

次
第
で
す
。 

就
労
支
援
Ｂ
型
事
業 

鈴
木
勝
也 

 
 
 

初
め
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
、
発
生
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。 

気
温
が
暖
か
く
な
り
ま
し
た

け
ど
、
体
調
に
気
を
付
け
て
下
さ
い
。 
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食
事
会
で
盛
山
に
行
っ
て
、
に
ぎ

り
寿
司
を
食
べ
ま
し
た
。 

お
い
し
か
っ
た
で
す
。 

来
年
の
食
事
会
な
ど
も
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。 

西
郡
直
也 

 

私
は
、
毎
年
食
事
会
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。 

お
寿
司
が
好
き
な
の
で
、
優
雅
亭
盛
山
の
コ
ー
ス
を
頼
み
ま

す
。
食
事
会
は
、
令
和
二
年
十
三
日
木
曜
日
コ
ー
ス
に
決
ま

り
ま
し
た
。
茶
わ
ん
蒸
し
、
お
寿
司
、
天
ぷ
ら
、
デ
ザ
ー
ト

が
、
優
美
に
盛
り
付
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

大
変
美
味
し
く
て
、
自
然
と
笑
顔

に
・
・
・
。
皆
さ
ん
と
楽
し
い
ひ
と
時
を
送

る
事
が
、
出
来
ま
し
た
。 

今
年
一
年
頑
張
っ
て
行
け
そ
う
で
す
。 

来
年
の
食
事
会
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。 

濱
野
邦
夫 

二
月
十
一
日
・
十
七
日
に 

盛
山
・
ス
エ
ヒ
ロ
館
で
食

事
会
が
行
わ
ま
し
た
。 

食
事
会
の
感
想
を
濱
野
邦
夫
さ
ん 

西
郡
直
也
さ
ん
増
子
和
仁
さ
ん
・
小
川
博
行
さ
ん
の 

四
名
に
代
表
し
て
感
想
を
伺
い
ま
し
た
。 

 

い
ち
ご
の
種
類
が
、
色
々
あ
っ
て
特
に
、

「
紅
ほ
っ
ぺ
」
が
お
い
し
か
っ
た
で
す
。 
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美
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今
回
の
い
ち
ご
狩
り
に
行
っ
て
、
楽
し
か
っ
た
で
す
。 

い
ち
ご
の
大
き
い
の
は
、
甘
く
て
、
一
番
お

い
し
か
っ
た
の
は
、
「
チ
ー
バ
ベ
リ
ー
」
で

し
た
。 

 

今
度
ま
た
、
行
き
た
い
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

内
田
和
希 

一
月
二
十
一
日
・
二
十
二
日
の
両
日
に
生
活
介

護
事
業
の
方
々
が
、
み
の
り
の
郷
に
て
い
ち
ご

狩
り
に
参
加
し
ま
し
た
。 

生
活
介
護
事
業
を
代
表
し
て
内
田
和
希
さ
ん 

宇
野
美
沙
子
さ
ん
に
感
想
を
伺
い
ま
し
た
。 

 

今
回
の
餅
つ
き
大
会
に
つ
い
て
感
じ
た
事
は
、
前
回
よ
り
餅

の
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
あ
っ
た
事
で
す
。
家
庭
で
は
、
普
段
機
械
で

作
っ
た
お
餅
を
食
べ
て
い
ま
す
。
手
で
つ
い
た
お
餅
を
食
べ
る

機
会
は
、
ほ
と
ん
ど
無
か
っ
た
の
で
、
家
庭
で
作
る
お
餅
よ
り

も
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
あ
っ
て
と
て
も
美
味
し
か
っ
た
で
す
。 

来
年
も
地
域
交
流
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
努
力
し

て
い
き
た
い
で
す
。 

鈴
木
勝
也 
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ュ
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ア
ル 

2020.4.24 

も
ち
つ
き
大
会 

い

ち

ご
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晴
山
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
、
令

和
元
年
７
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ

れ
ま
し
た
。 

 

各
施
設
で
の
お
知
ら
せ
欄
に
よ

る
情
報
発
信
の
簡
易
性
と
ス
マ
ホ

対
応
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
も
皆
様
に
使
い
や
す

い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
目
指
し
て
ま
い

り
ま
す
。 山

本
職
員 

さ く ら だ よ り 

 

ス
エ
ヒ
ロ
の
ハ
ン
バ
ー
グ
が
、
お
い
し

か
っ
た
で
す
。 

次
回
は
、
お
寿
司
に
参
加
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
川
博
行  

 

食
事
会
の
料
理
は
、
和
食
と
洋
食
を
選
ぶ
事
が
出
来
ま
す

が
、
私
は
、
こ
こ
数
年
緑
色
の
濃
い
野
菜
が
食
べ
ら
れ
な
く

な
っ
た
の
と
、
元
々
食
べ
ら
れ
な
い
食
材

が
あ
る
の
で
、
洋
食
に
し
て
い
ま
す
。 

ど
ち
ら
を
選
ん
で
も
大
勢
で
食
べ
れ
ば
美

味
し
い
と
思
い
ま
す
。 

増
子
和
仁 


